
　
平
成
19
年
1
月
の
市
長
就
任
以
来

「
住
ん
で
よ
し 

働
い
て
よ
し 

訪
れ
て

よ
し
」
の
次
世
代
に
誇
れ
る
空
の
港
ま

ち
、
生
涯
を
完
結
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
、
常
に
全
力
投
球
で
市
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て

昨
年
末
の
市
長
選
挙
で
は
、
無
投
票
に

よ
り
4
期
目
の
市
政
の
か
じ
取
り
役
と

い
う
重
要
な
職
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
投
票
に
よ
る

審
判
も
重
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
無

投
票
に
よ
る
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
信

任
も
投
票
で
の
審
判
同
様
、
重
く
受
け

止
め
て
お
り
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。

　
4
期
目
に
あ
た
り
、
成
田
空
港
の
さ

ら
な
る
機
能
強
化
、
国
際
医
療
福
祉

大
学
成
田
病
院（
付
属
病
院
）の
開
院
、

新
生
成
田
市
場
の
3
本
の
柱
に
加
え
、

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」「
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
」「
空
港
周
辺
道

路
網
の
整
備
」「
医
療
・
福
祉
の
充
実
」

「
子
育
て
世
代
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
標
と
し
て
掲
げ
、「
市
制
施

行
65
周
年
」
を
迎
え
る
本
年
も
引
き
続

き
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
施
策

を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
が
成
田
の
輝
か
し
い

未
来
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
市
政
の
各

分
野
で
山
積
す
る
諸
課
題
に
真
正
面
か

ら
取
り
組
む
覚
悟
で
す
。

　
2
0
1
9
年
度
の
予
算
は
、
行
政
改

革
推
進
計
画
の
措
置
事
項
を
確
実
に
実

践
し
、
一
層
の
経
費
節
減
に
努
め
ま
し

た
。
同
時
に
、
成
田
市
総
合
計
画
「
Ｎ

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
み
ら
い
プ
ラ
ン
」
第
1
期

基
本
計
画
の
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か

ら
、
将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
て
掲

げ
て
い
る
「
若
者
や
子
育
て
世
代
に
魅

力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
医
療
・
福
祉

の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
」「
空
港
と
共

に
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
3
つ
の

方
向
性
に
基
づ
く
施
策
を
着
実
に
推
進

す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的

か
つ
効
率
的
に
配
分
し
ま
し
た
。
一
般

会
計
は
対
前
年
度
比
2
・
7
パ
ー
セ
ン

ト
増
の
6
0
6
億
円
、
水
道
事
業
会

計
な
ど
を
含
む
特
別
会
計
を
加
え
た

全
体
は
9
・
2
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
約
9 

8 

2
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
成
田
空
港
に
つ
い
て
は
昨
年
3
月
に

国
、
県
、
空
港
周
辺
9
市
町
、
空
港
会

施政方針演説をする小泉市長

上空から見た公津の杜地区周辺

平
成
31
年
3
月
議
会
が
、
2
月
8
日
〜
3
月
7
日
に
開
か
れ
、
平
成
31（
2
0
1
9
）年
度
予
算
な
ど
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
同
議
会
の
冒
頭
で
小
泉
市
長
が
語
っ
た
施
政
方
針
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
31
年
度
施
政
方
針

生
涯
を
完
結
で
き
次
世
代
に
誇
れ
る
ま
ち
へ

主
要
な
施
策
へ
の
取
り
組
み
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社
で
構
成
さ
れ
た
四
者
協
議
会
で
、
滑

走
路
増
設
を
含
め
た
成
田
空
港
の
さ
ら

な
る
機
能
強
化
が
合
意
さ
れ
、
引
き
続

き
騒
音
地
域
の
皆
さ
ま
の
「
生
活
環
境

の
保
全
」と「
空
港
の
機
能
強
化
」
と
の

調
和
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
旅
客
数
や
貨
物
量

の
大
幅
な
増
加
、
空
港
周
辺
地
域
に
お

け
る
産
業
振
興
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
生

活
環
境
の
向
上
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効

果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
一
方
で
は
、
深
夜
早
朝
の
騒
音
影
響

に
対
す
る
不
安
や
、
集
落
の
ほ
と
ん
ど

が
移
転
対
象
と
な
る
区
な
ど
に
残
さ
れ

る
住
民
へ
の
対
応
な
ど
解
決
す
べ
き
課

題
も
残
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
課
題
の
解
決

に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
卸
売
市
場
の
移
転
再
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
衛
生
管
理
の
整
っ
た
加
工
施

設
や
日
本
初
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
輸
出
拠

が
地
域
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
地
域
の
活
性
化

に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
2
0
2
0
年
4
月
に
は
付
属

病
院
の
開
院
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
付
属
病
院
を
核
と
し

た
将
来
的
な
医
療
産
業
集
積
に
向
け
た

調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
中

台
運
動
公
園
水
泳
プ
ー
ル
の
改
修
や
大

谷
津
運
動
公
園
野
球
場
の
再
開
に
向
け

た
施
設
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
機
運
醸

成
を
図
る
ほ
か
、
J
R
成
田
駅
・
京
成

成
田
駅
な
ど
で
交
通
案
内
や
観
光
案
内

な
ど
の
「
お
も
て
な
し
」
を
行
う
都
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る

ア
メ
リ
カ
陸
上
チ
ー
ム
や
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
お
け
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
チ
ー

ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入
れ
態
勢

を
整
え
る
と
と
も
に
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

事
業
に
よ
る
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
交
流

な
ど
、
引
き
続
き
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

点
機
能
を
有
す
る
高
機
能
物
流
棟
に
、

豊
富
な
輸
出
実
績
を
有
す
る
事
業
者
の

入
場
が
決
ま
る
な
ど
、
本
市
が
目
指
す

輸
出
拠
点
化
に
向
け
て
、
大
き
く
前
進

が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
青
果
の
分
野
で
は
、
す
で
に
ほ

か
の
市
場
で
青
果
卸
売
業
務
に
参
画
し

て
い
る
事
業
者
が
、
本
市
場
の
青
果
部

卸
売
業
務
を
実
質
的
に
担
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
者
の
強
み
で
も

あ
る
産
地
と
の
強
固
な
連
携
と
集
荷
力

に
よ
り
、
青
果
部
の
機
能
強
化
が
図
ら

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
消
費
拡
大
に
結
び
付
く
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
獲
得
と
新
た
な
観
光

拠
点
と
し
て
の
役
割
を
目
指
し
た
民
間

で
の
集
客
施
設
の
整
備
も
進
め
て
い
く

な
ど
、
新
た
な
付
加
価
値
を
備
え
、
将

来
を
見
据
え
た
市
場
を
目
指
し
、
積
極

的
に
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
国
家
戦
略
特
区
推
進
事
業
で
は
、
開

学
か
ら
4
年
目
を
迎
え
る
国
際
医
療
福

祉
大
学
の
学
生
数
が
1
、
8
0
0
人
を

超
え
ま
す
。
本
市
と
大
学
と
の
連
携
事

業
は
年
々
充
実
し
、
市
の
各
施
策
に
対

す
る
協
力
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
学
生

　
昨
年
は
「
北
海
道
胆い
ぶ
り振

東
部
地
震
」

な
ど
の
大
規
模
地
震
や
、
記
録
的
な
豪

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
災
害
か
ら
一

人
で
も
多
く
の
命
を
守
る
た
め
に
は
「
公

助
」
の
推
進
は
も
と
よ
り
、「
自
助
」
や

「
共
助
」
の
取
り
組
み
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
地

域
に
お
け
る
防
災
力
を
強
化
す
る
た
め

自
主
防
災
組
織
の
結
成
や
避
難
所
運
営

委
員
会
の
設
立
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
消
防
体
制
で
は
、
4
月
に
高
度
救
助

隊
を
発
足
さ
せ
る
と
と
も
に
、
化
学
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
と
高
規
格
救
急
自
動

車
を
更
新
整
備
し
、
消
防
力
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

　
建
築
物
耐
震
化
で
は
、
地
震
発
生
時

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒
壊
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
、
新
た
に
危
険
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
に
対

す
る
補
助
を
実
施
し
ま
す
。　

　
ま
た
、
ご
み
減
量
化
対
策
で
は
清
掃

工
場
の
適
切
な
運
転
管
理
を
図
る
た
め

に
も
、
ご
み
の
減
量
化
は
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
分
別
区
分
の

周
知
や
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
団
体
の
育
成

と
加
入
促
進
、
さ
ら
に
は
3サン 

0マル
・
1イチ 

0マル

運
動
の
推
進
な
ど
、
さ
ら
な
る
ご
み
の

減
量
化
・
再
資
源
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
も
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
い
ず
み
聖
地
公
園
で
は
新
た
に
整
備

し
た
芝
生
墓
地
の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
の
整
備
で
は
、
飯
仲
・

宗
吾
地
区
の
汚
水
整
備
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
道
路
冠
水
被
害
が
発
生
し
て

い
る
土
屋
・
大
清
水
地
区
な
ど
の
雨
水

排
水
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

雨
に
よ
る
浸
水
害
や
土
砂
災
害
な
ど
、

全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
発
生

の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

　
赤
坂
保
育
園
で
は
、
0
〜
2
歳
児
を

保
育
す
る
小
規
模
保
育
事
業
所
な
ど
の

卒
園
児
を
受
け
入
れ
る
な
ど
の
連
携
を

図
り
、
さ
ら
に
、
国
家
戦
略
特
区
の
特

　
保
育
園
の
待
機
児
童
解
消
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
、
待
機
児
童
が
多
く
発
生

し
て
い
る
地
域
に
開
園
予
定
の
認
可
保

育
園
3
園
に
対
し
て
、
施
設
整
備
に
係

る
補
助
を
行
う
な
ど
、
保
育
の
受
け
皿

新鮮な食品がそろう成田市場

地域住民が参加しての防災訓練

安
全
・
安
心
で
う
る
お
い
の
あ
る

生
活
環
境
を
つ
く
る

健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
、

共
に
支
え
合
う
社
会
を
つ
く
る
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で
培
っ
た
本
市
の
英
語
教
育
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
十
分
に
生
か
し
、
英
語
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を
さ

ら
に
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
個
性
を
生
か
す
教
育
の
推
進

で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
基
礎
・
基
本
の

徹
底
と
個
性
・
能
力
に
応
じ
た
教
育
を

推
進
す
る
た
め
学
校
サ
ポ
ー
ト
教
員
や

健
康
推
進
教
員
を
配
置
し
、
少
人
数
学

習
を
中
心
と
し
た
き
め
細
か
な
指
導
体

制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
心
身
両
面

か
ら
の
支
援
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
と

養
護
補
助
員
を
各
1
人
増
員
し
、
特
別

支
援
教
育
の
一
層
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
学
校
施
設
整
備
で
は
、
2
0
2
1
年

　
ま
た
、
文
化
芸
術
活
動
の
拠
点
で
あ

る
国
際
文
化
会
館
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
工
事
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
文
化
財
の
保
存
で
は
、
閉
校
と
な
っ

た
旧
滑
河
小
学
校
の
校
舎
を
文
化
財
保

存
展
示
施
設
と
し
て
整
備
し
利
活
用
す

る
た
め
、
校
舎
な
ど
の
改
修
工
事
の
基

本
・
実
施
設
計
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
成
田
空
港
の
さ
ら
な
る
機
能
強
化
や

付
属
病
院
を
核
と
し
た
医
療
関
連
産
業

の
集
積
な
ど
、
新
た
な
開
発
需
要
や
人

口
増
加
に
適
切
に
対
応
し
て
い
く
た
め

の
都
市
機
能
や
住
環
境
の
整
備
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
吉
倉
地
区
周
辺
の
ま
ち
づ

例
を
活
用
し
、
小
規
模
保
育
事
業
所
の

入
園
対
象
年
齢
を
5
歳
児
ま
で
拡
大
す

る
こ
と
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
3
歳
の

壁
」
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
私
立
保
育
園
な
ど
の
健
全
な

運
営
に
対
す
る
支
援
、
保
育
士
の
処
遇

改
善
を
行
う
な
ど
、
保
育
環
境
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　
児
童
ホ
ー
ム
で
は
、
4
月
に
橋
賀
台

小
学
校
の
敷
地
内
に
「
橋
賀
台
児
童

ホ
ー
ム
」
を
開
設
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

大
栄
地
区
小
中
学
校
一
体
型
校
舎
の
建

設
に
併
せ
て
「（
仮
称
）大
栄
第
一
・
第

二
児
童
ホ
ー
ム
」
の
整
備
を
進
め
、
定

員
の
拡
充
や
環
境
の
向
上
を
図
り
、
放

課
後
に
お
け
る
留
守
家
庭
児
童
の
健
全

育
成
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
り
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
「
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
出
産

く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
合
意
形
成
に

努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
京
成
成
田
駅
参
道
口
地
区
に

お
い
て
、
駅
前
の
良
好
な
街
並
み
形
成

を
図
る
た
め
、
街
づ
く
り
方
針
の
検
討

や
公
共
施
設
の
配
置
計
画
な
ど
に
関
す

の
開
校
を
目
標
に
進
め
て
い
る
大
栄
地

区
の
小
中
一
貫
教
育
校
の
校
舎
建
設
地

の
造
成
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
一
体

型
校
舎
建
設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
ま

た
、
橋
賀
台
小
学
校
西
棟
の
大
規
模
改

造
工
事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
全
て

の
中
学
校
の
特
別
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を

整
備
で
き
る
よ
う
、
エ
ア
コ
ン
設
置
工

事
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

親
子
方
式
に
よ
る
共
同
調
理
場
の
整
備

を
順
次
進
め
て
お
り
、
引
き
続
き
美
郷

台
小
学
校
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
建

設
工
事
を
進
め
ま
す
。

　
文
化
芸
術
の
振
興
で
は
、
成
田
空
港

を
擁
す
る
本
市
の
特
性
を
生
か
し
、
友

好
姉
妹
都
市
や
国
内
線
就
航
地
と
の
交

流
に
よ
り
、
多
彩
な
文
化
芸
術
に
触
れ

る
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
日
本

の
伝
統
芸
能
な
ど
の
資
源
を
活
用
し
て

に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、
本
市
の
魅
力
発

信
に
努
め
ま
す
。

後
の
家
庭
を
訪
問
し
、
き
め
細
か
な
育

児
支
援
や
相
談
を
行
う
産
後
ケ
ア
事
業

を
開
始
す
る
な
ど
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
胃
が
ん
検

診
で
は
、
新
た
に
内
視
鏡
に
よ
る
検
査

を
市
内
契
約
医
療
機
関
に
お
い
て
開
始

し
ま
す
。
胃
が
ん
検
診
と
乳
が
ん
検
診

で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
受
診
予

約
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
利

便
性
と
受
診
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
18
歳

未
満
の
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
に
も
対

象
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
医
療
的
ケ
ア

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
必
要
と
す

る
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
日
中

活
動
の
場
を
提
供
し
、
家
族
介
護
の
負

担
軽
減
を
図
る
な
ど
、
支
援
体
制
の
充

実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
で
あ
る

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
日

常
生
活
圏
域
の
再
編
を
行
い
、
支
所
を

増
設
す
る
な
ど
機
能
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的

に
推
進
す
る
た
め
の
「
輝
く
み
ら
い
Ｎ

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
教
育
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

子
ど
も
た
ち
の
個
々
の
能
力
を
伸
ば
し
、

将
来
に
夢
と
希
望
を
持
ち
、
自
分
の
進

む
べ
き
道
を
切
り
拓
く
力
を
育
む
教
育

を
推
進
し
ま
す
。

　
一
方
で
、
多
忙
を
極
め
る
教
職
員
の

負
担
軽
減
を
図
る
べ
く
、
部
活
動
の
あ

り
方
を
含
め
、
働
き
方
改
革
を
進
め
る

と
と
も
に
、
学
校
支
援
の
充
実
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
本
市
が
全
国
に
先
駆
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
児
童
・
生
徒
の
英
語
教
育

は
、
2
0
2
0
年
か
ら
全
国
で
も
小
学

3
年
生
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま

フォクストン友好訪問団と中学生が交流

子どもが伸び伸びと育つ保育環境

空
港
の
機
能
を
最
大
限
に
生
か
し
、

魅
力
的
な
活
気
あ
ふ
れ
る
都
市
を
つ
く
る

地
域
文
化
を
生
か
し
、

未
来
を
担
う
心
豊
か
な
人
材
を
育
む

広報なりた 2019.4.1 4

4c2c



る
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
J
R
成
田
駅
西
口
周
辺
の

市
有
地
の
有
効
活
用
お
よ
び
駅
利
用
者

の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
官
民
連

携
に
よ
る
土
地
の
高
度
利
用
な
ど
を
推

　
観
光
立
市
の
推
進
で
は
、
外
国
人
旅

行
者
の
さ
ら
な
る
増
加
が
見
込
ま
れ
る

中
、
日
本
を
旅
行
中
で
あ
る
「
旅
ナ

カ
」
の
外
国
人
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
と
し
て
、
宿
泊
ホ
テ
ル
の

テ
レ
ビ
で
本
市
の
P
R
動
画
を
放
送
し
、

さ
ら
な
る
観
光
客
の
誘
致
を
促
進
す
る

ほ
か
、
引
き
続
き
「
成
田
市
御
案
内
人

市
川
海
老
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
成

田
太
鼓
祭
」「
成
田
祇
園
祭
」「
成
田
伝

統
芸
能
ま
つ
り
」「
成
田
弦
ま
つ
り
」
と

進
し
、
駅
前
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
の
整

備
と
、
駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
空
港
周
辺
に
お
け
る
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
の
た
め
「
成
田
市
幹
線
道

路
網
整
備
計
画
」
を
見
直
し
、
圏
央
道

や
北
千
葉
道
路
な
ど
の
広
域
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
計
画
的
な
道
路

整
備
に
努
め
ま
す
。

　
道
路
照
明
お
よ
び
市
管
理
の
防
犯
灯

に
つ
い
て
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
低
消

費
電
力
の
L
E
D
照
明
へ
の
更
新
工
事

を
順
次
実
施
し
ま
す
。

　
都
市
計
画
で
は
、
地
域
に
と
っ
て
望

ま
し
い
公
共
交
通
網
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
と
な
る
「
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
」
を
2
カ
年
か
け
て
策
定
し
ま
す
。

い
っ
た
成
田
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た

本
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
ま
す
。

　
商
工
業
の
振
興
で
は
、
地
域
経
済
の

発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

市
内
中
小
企
業
の
人
手
不
足
を
解
消
す

る
た
め
、
企
業
と
学
生
を
マ
ッ
チ
ン
グ

さ
せ
る
合
同
企
業
説
明
会
や
、
県
な
ど

と
連
携
し
て
若
者
や
子
育
て
中
の
女
性

な
ど
の
就
業
・
再
就
業
を
支
援
す
る
た

め
の
相
談
や
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
米
の
需
給
と
価

格
の
安
定
の
た
め
、
需
要
に
応
じ
た
主

食
用
米
の
生
産
を
進
め
る
と
と
も
に
、

効
率
的
な
水
田
利
用
に
よ
る
麦
や
大
豆
、

加
工
用
米
や
飼
料
用
米
の
作
付
け
拡
大

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
持
続
可
能
な
力
強
い
農
業
を

実
現
す
る
た
め
の
計
画
で
あ
る
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
農
地
中
間
管
理
機
構
の
活
用
や
農

地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
な
ど
と
連
携

　
本
市
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政

運
営
を
図
る
た
め
の
指
針
で
あ
る
総
合

計
画
「
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
み
ら
い
プ
ラ
ン
」

の
第
1
期
基
本
計
画
が
2
0
1
9
年
度

を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
2 

0 
2 
0
年
度
か
ら
の
4
年
間
を
計
画
期
間

と
し
た
第
2
期
基
本
計
画
を
新
た
に
策

定
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
引
き
続
き
市

民
満
足
度
を
重
視
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
、
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政

運
営
に
努
め
ま
す
。

　
市
民
協
働
で
は
、
4
月
に
中
郷
小
学

校
の
跡
地
を
活
用
し
た
「
中
郷
ふ
る
さ

と
交
流
館
」
の
供
用
を
開
始
し
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

　
広
報
活
動
で
は
、
広
報
な
り
た
を
は

じ
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
会
員
制
交

流
サ
イ
ト（
S
N
S
）な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
媒
体
を
活
用
し
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
情
報
発
信
に
努
め
る
と
と

も
に
、
騒
音
地
域
に
お
い
て
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
視
聴
エ
リ
ア
拡
大
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

し
、
農
地
の
集
積
と
規
模
拡
大
を
促
進

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
農
産
物
の
安
全
性

を
確
保
し
、
よ
り
良
い
農
業
経
営
の
実

現
に
向
け
て
Ｇギ
ャ
ッ
プ

Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程

管
理
）に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
や
、

認
証
制
度
の
周
知
と
理
解
を
図
る
こ
と

で
、
卸
売
市
場
を
活
用
し
た
販
路
拡
大

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
農
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
、
6
次
産
業
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
、
平
成
の
時
代
が
幕
を
閉

じ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
歴
史
的
な
皇

位
継
承
ま
で
残
り
わ
ず
か
と
な
り
、
平

成
か
ら
新
し
い
時
代
へ
引
き
継
が
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
時
代
が
平

和
で
災
害
の
な
い
時
代
で
あ
る
こ
と
を

強
く
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
わ
が
ふ
る
さ
と
成
田
に
と
っ
て
も
輝

か
し
い
未
来
と
な
る
よ
う
「
住
ん
で
よ

し 

働
い
て
よ
し 

訪
れ
て
よ
し
」
の
次

世
代
に
誇
れ
る
空
の
港
ま
ち
、
生
涯
を

完
結
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
と
情
熱
に
よ
り
市
民
の
皆

さ
ま
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
的
確
に
捉
え
、

既
存
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な

発
想
に
よ
り
本
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

最
大
限
に
生
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
成
田

を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
誇
り
を
持
て
る
、

未
来
を
見
据
え
た
施
策
に
果
敢
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

平成31年度施政方針

京成成田駅参道口周辺

輝かしい未来に向かって

成田の将来について話し合う若者たち

活
力
あ
る
産
業
を
育
て
、

に
ぎ
わ
い
や
活
気
を
生
み
出
す
ま
ち
を
つ
く
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、

持
続
可
能
な
自
治
体
運
営
を
行
う
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